
1． 台風の直接観測プロジェクト「T‒PARCⅡ」
　台風が日本に接近するとき，気象庁は「中心気圧」
と「最大風速」という 2つの値を使って台風の勢力を
表します．中心気圧が低いほど最大風速が大きく，警
戒のレベルが上がります．ところで，海洋上には気象
観測点が無いのに，どうやって台風の中心気圧を得る
のか，ご存じでしょうか？　北西太平洋では，1980年
代まで米軍の航空機が台風に突入して気圧を直接測っ
ていましたが，現在は気象衛星の画像を用いて雲の形
状から勢力を推定する方法が主に用いられています．
ただ，推定される中心気圧がどれだけ正確なのかは，
直接観測の値が無いので誰もわかりません．近年は高
解像度の数値モデルを用いた台風のシミュレーション
が盛んに行われていますが，計算結果の正しさを検証
するための品質の良い直接観測データが無い状態にあ
ります．
　この状況を打開するため，航空機を用いて台風を直
接観測する日本のプロジェクト「T‒PARCⅡ」
（ティー・パーク・ツー）が行われています．小型
ジェット機で高度約14kmの上空を飛行し，気温，気
圧，湿度，風を 1秒間隔で測る「ドロップゾンデ」を
上空から投下し（第 1図），海面に到達するまでの約15
分間に観測データを得るものです．ドロップゾンデは
ラジオの電波によりデータを航空機に送信します．航
空機からは衛星通信により気象庁にデータを提供する
ことができます．
　航空機観測については，米国がハリケーンに対して
継続的に実施していますが，プロペラ機を使用するた
め高いところを飛ぶことができず，通常は 3 km付近

を飛ぶため，ドロップゾンデではそれより下でしか
データが得られません．対流圏上層から海面までの深
い層のデータを得るのが，日本の航空機観測の特徴 
です．
　台風の中心でデータを得るには，最も強い風が吹く
壁雲を通過する必要があります．台湾の航空機観測
DOTSTARでは，壁雲の外側を周回するだけで中心に
は行きません．壁雲を通過することの安全性は実証さ
れていませんが，非常に強い勢力の2017年台風第21号
を観測するための飛行において，操縦士と相談の上で
試してみたところ，強い揺れに遭うことなく壁雲を通
過することができました．得られた目の中のデータに
より，台風予報の検証（Ito et al. 2018）や，目と壁雲
の構造の調査（Yamada et al. 2021）を行うことができ
ました．これ以降の飛行でも壁雲を貫通する飛行を
行っています．
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第 1図　 （a）航空機 Gulfstream‒IV（那覇空港にて
筆者が撮影）と，（b）機体底部の投下装
置から射出されるドロップゾンデ（ダイ
ヤモンドエアサービス社提供）．



2． 「スーパー台風」の観測
　「スーパー台風」という名称は，米軍合同台風警報セ
ンターにおいて，最も強い勢力の階級として使用され
ています．これは気象庁の「猛烈な勢力」に概ね相当
します．2022年には，台風第14号がスーパー台風に該
当し，T‒PARCⅡではこの台風の急速な発達時と最盛
期に合計 2回の観測飛行を実施しました．第 2図は最
盛期の雲の特徴です．衛星画像でほぼ点にみえる小さ
な目の中には，背の低い層積雲が存在し，それを取り
囲むように壁雲がほぼ直立しています．測った中心気
圧は917.5hPaでした．目の中の気温（第 3図）は，台
風の周囲に比べて10度以上高く，これを「暖気核」と
よびます．逆転層が明瞭に現れているので，目の中を
下降する空気の断熱昇温により暖気核が現れることが
わかります．暖気核の形成は以前から知られています
が，スーパー台風では暖気核が対流圏下層のかなり低
いところまで達しているのが直接観測で明らかになり
ました．2018年の台風第24号の観測では，台風の勢力
が弱まると暖気核も弱まり，上から押さえつけられて
いた層積雲が上空へ発達して積乱雲に成長することが

明らかになっています（Hirano et al. 2021）．今後も，
航空機観測により台風の「目」の実像を明らかにして
いきたいと考えています．
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第 2図　 台風第14号の貫通飛行時における（a）赤外画像，（b）拡大した可視画像，
（c）航空機から撮影した目の中の低い層積雲と直立した壁雲の様子．（b）
の“＋”印は台風の推定中心位置，“■”印は目の中に投下した 4つのド
ロップゾンデが海上に着水した位置を示す．
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第 3図　 目の中に投下した 4つのドロップゾンデから得た気温の最大値と，台風
の周囲における気温，両者の差で定義される気温偏差の鉛直分布．


